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考
古
学
的
視
点
か
ら
見
た
石
川
県
の
編
物
の
歴
史 

松 
 

永 
 

篤 
 

知 

 

は
じ
め
に 

 

カ
ゴ
や
敷
物
な
ど
の
編
物
（
１
）

は
、
普
段
目
立
た
な
い
道
具
で
あ

る
が
、
実
の
と
こ
ろ
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
関
わ
る
重
要
な
器
物

で
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
は
代
替
品
が
多
く
な
っ
た
た
め
に
、
過
去

の
時
代
に
比
べ
る
と
そ
の
重
要
性
は
低
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
身

の
回
り
を
見
渡
す
と
非
常
に
多
く
の
編
物
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く
。
カ
ゴ
・
ザ
ル
・
ス
ダ
レ
・
ナ
ベ
シ
キ
な
ど
と
言
え
ば
、
ど

の
家
庭
で
も
い
く
つ
か
出
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

石
川
県
域
に
お
い
て
も
、
先
史
時
代
か
ら
様
々
な
編
物
が
作
り
使

わ
れ
て
き
た
。
カ
ゴ
・
敷
物
・
編
布
な
ど
の
実
物
あ
る
い
は
痕
跡
が

県
内
の
遺
跡
か
ら
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
縄
文
時
代

以
来
、
確
実
に
そ
の
存
在
を
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

本
論
で
は
、
石
川
県
の
編
物
の
歴
史
に
つ
い
て
、
考
古
学
的
視
点

を
主
軸
に
通
観
す
る
。
本
県
域
に
お
い
て
、
縄
文
時
代
か
ら
現
代
に

至
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
編
物
が
ど
の
よ
う
に
製
作
・
使
用
さ
れ
て

来
た
の
か
、
具
体
的
な
考
古
資
料
を
挙
げ
な
が
ら
、
そ
の
背
景
を
含

め
て
追
い
か
け
て
み
た
い
。 

 

一
、
研
究
略
史 

 

石
川
県
の
編
物
の
歴
史
を
見
る
前
に
、
石
川
県
に
お
け
る
考
古
学

的
編
物
研
究
の
歩
み
を
整
理
し
て
お
こ
う
。 

 

そ
も
そ
も
、
日
本
考
古
学
に
お
け
る
編
物
研
究
の
歴
史
は
、
一
八

七
七
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
東
京
都
大
森
貝
塚
の
発
掘
調
査
を
も
っ
て

始
ま
る
。
東
京
大
学
の
「
お
雇
い
外
国
人
」
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ヴ
ェ

ス
タ
ー
・
モ
ー
ス
氏
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
時
す
で
に
縄
文
土

器
の
底
部
に
編
物
の
圧
痕
が
残
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
モ
ー
ス
一
八
七
九
）。 

 

そ
の
後
、
坪
井
正
五
郎
氏
（
坪
井
一
八
九
九
）
や
杉
山
寿
栄
男
氏

（
杉
山
一
九
四
二
）、
小
林
行
雄
氏
（
小
林
一
九
六
四
）
ら
の
研
究
が

続
き
、
研
究
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
一
九
七
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〇
年
代
に
は
、
荒
木
ヨ
シ
氏
（
荒
木
一
九
六
八
・
七
〇
・
七
一
）、
安

孫
子
昭
二
氏
（
安
孫
子
一
九
七
一
）
ら
に
よ
っ
て
縄
文
時
代
の
編
物

圧
痕
の
地
域
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
八
〇
年
代
以

降
は
、
植
松
な
お
み
氏
の
研
究
（
植
松
一
九
八
〇
）
を
契
機
と
し
て
、

カ
ゴ
な
ど
の
実
物
資
料
研
究
、
縄
文
土
器
底
部
の
敷
物
圧
痕
研
究
（
２
）

が
そ
れ
ぞ
れ
展
開
し
、
特
に
近
年
は
植
物
学
的
視
点
に
基
づ
く
縄
文

時
代
編
物
研
究
が
目
立
つ
（
あ
み
も
の
研
究
会
二
〇
一
二
、
工
藤
二

〇
一
七
な
ど
）。 

 

そ
の
よ
う
な
日
本
考
古
学
の
流
れ
の
中
に
お
い
て
、
石
川
県
は
、

縄
文
土
器
底
部
の
敷
物
圧
痕
に
良
好
な
資
料
が
多
い
こ
と
か
ら
、
一

九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
敷
物
圧
痕
研
究
が
他

県
よ
り
も
進
展
し
た
。
渡
辺
誠
氏
（
渡
辺
一
九
七
六
）、
川
端
敦
子
氏

（
川
端
一
九
八
三
）、
山
本
直
人
氏
（
山
本
一
九
八
六
・
八
九
）
ら
が
、

網
代
圧
痕
や
ス
ダ
レ
状
圧
痕
、
編
布
圧
痕
、
カ
ゴ
底
圧
痕
と
い
っ
た

各
種
敷
物
圧
痕
を
観
察
・
分
類
し
て
い
る
。
中
で
も
山
本
氏
は
、
敷

物
圧
痕
に
限
ら
ず
、
能
登
町
真
脇
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
て
、
カ
ゴ
類

の
詳
細
な
観
察
、
圧
痕
資
料
の
分
類
お
よ
び
時
期
別
統
計
、
民
俗
事

例
と
の
比
較
な
ど
、
多
角
的
な
研
究
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
県
内
に

お
け
る
編
物
研
究
の
代
表
例
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。 

 

近
年
は
、
川
添
和
暁
氏
（
川
添
二
〇
一
二
）
や
本
田
秀
生
氏
（
本

田
二
〇
一
二
）
に
よ
る
研
究
（
前
者
は
民
俗
考
古
学
的
視
点
、
後
者

は
植
物
考
古
学
的
視
点
を
主
軸
と
す
る
研
究
の
一
部
）
が
あ
り
、
石

川
県
を
含
む
北
陸
地
方
の
編
物
の
様
相
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
他
、
全
国
的
な
編
物
実
物
資
料
研
究
の
中
で
石
川
県
の
編
物

が
扱
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
具
体
例
と
し
て
黒
沼
保
子
氏
（
黒
沼
二

〇
〇
九
）
や
堀
川
久
美
子
氏
（
堀
川
二
〇
一
一
）、
柳
原
梢
子
氏
（
柳

原
二
〇
〇
八
）
ら
の
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

な
お
、
東
ア
ジ
ア
的
視
点
に
よ
る
編
物
研
究
（
松
永
二
〇
一
三
ａ

な
ど
）を
続
け
て
い
る
筆
者
も
、一
般
向
け
の
小
冊
子
で
は
あ
る
が
、

石
川
県
を
含
む
北
陸
地
方
の
縄
文
時
代
・
弥
生
時
代
編
物
に
つ
い
て

簡
単
に
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
（
松
永
二
〇
一
三
ｂ
）。
そ
の
中
で
筆

者
は
、
北
陸
地
方
の
縄
文
時
代
編
物
の
特
徴
と
し
て
「
針
葉
樹
・ 

マ

タ
タ
ビ
材
の
使
用
、
も
じ
り
編
み
の
卓
越
、
東
北
型
網
代
圧
痕
（
軟

質
な
素
材
に
よ
る
一
本
超
え
一
本
潜
り
一
本
送
り
の
網
代
圧
痕
）
の

存
在
、
二
本
超
え
二
本
潜
り
一
本
送
り
中
心
の
網
代
圧
痕
、
籃
胎
漆

器
の
存
在
」
が
あ
り
、
弥
生
時
代
編
物
の
特
徴
と
し
て
「
針
葉
樹
・

マ
タ
タ
ビ
材
の
使
用
、
箕
の
存
在
、
カ
ゴ
の
定
型
化
、
被
籠
土
器
（
カ

ゴ
に
包
ま
れ
た
壺
）
の
存
在
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
針
葉
樹

材
・
マ
タ
タ
ビ
材
・
も
じ
り
編
み
・
東
北
型
網
代
圧
痕
は
「
北
陸
～

山
陰
地
方
あ
る
い
は
東
北
～
北
陸
地
方
に
か
け
て
の
日
本
海
側
地
域

共
通
の
特
徴
で
、そ
の
背
景
に
は
多
雪
地
帯
の
環
境
な
ど
」が
あ
り
、

二
本
超
え
二
本
潜
り
一
本
送
り
中
心
の
網
代
圧
痕
は
「
北
陸
・
東
海
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在
、
カ
ゴ
の
定
型
化
、
被
籠
土
器
（
カ

ゴ
に
包
ま
れ
た
壺
）
の
存
在
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
針
葉
樹

材
・
マ
タ
タ
ビ
材
・
も
じ
り
編
み
・
東
北
型
網
代
圧
痕
は
「
北
陸
～

山
陰
地
方
あ
る
い
は
東
北
～
北
陸
地
方
に
か
け
て
の
日
本
海
側
地
域

共
通
の
特
徴
で
、そ
の
背
景
に
は
多
雪
地
帯
の
環
境
な
ど
」が
あ
り
、

二
本
超
え
二
本
潜
り
一
本
送
り
中
心
の
網
代
圧
痕
は
「
北
陸
・
東
海
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地
方
以
西
の
西
日
本
の
特
徴
」、 

籃
胎
漆
器
は
「
縄
文
晩
期
に
お
け

る
漆
工
芸
の
卓
越
が
背
景
に
あ
る
も
の
」
と
見
ら
れ
、
さ
ら
に
弥
生

時
代
の
特
徴
で
あ
る
箕
は「
新
器
種
の
導
入
」、カ
ゴ
の
定
型
化
は「
西

日
本
的
な
共
通
規
範
の
成
立
」、
被
籠
土
器
は
「
壺
形
土
器
の
使
用
」

が
背
景
に
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
石
川
県
で
は
、
縄
文
時
代
を
中
心
に
編
物
研
究
が

お
こ
な
わ
れ
て
き
た
が
、
通
史
的
な
研
究
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と

が
指
摘
で
き
る
。
そ
こ
で
、
次
で
は
管
見
に
触
れ
た
県
内
編
物
資
料

の
具
体
例
を
時
代
順
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 

  

二
、
各
時
代
の
編
物
諸
例 

 

（
一
）
縄
文
時
代 

 

日
本
列
島
に
お
け
る
編
物
の
初
源
は
、
お
そ
ら
く
旧
石
器
時
代
に

遡
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
明
確
な
物
的
証
拠
が
得
ら
れ
る
の

は
、
縄
文
時
代
草
創
期
か
ら
で
あ
る
（
松
永
二
〇
〇
八
ｂ
）。
石
川
県

で
は
、
現
時
点
で
そ
こ
ま
で
古
い
編
物
資
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い

が
、
少
な
く
と
も
縄
文
時
代
前
期
以
降
、
実
物
資
料
・
圧
痕
資
料
と

も
に
存
在
が
確
認
で
き
、
地
域
的
・
時
期
的
な
特
徴
も
あ
る
程
度
抽

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
３
）
。 

 

縄
文
時
代
前
期
の
編
物
資
料
の
具
体
例
は
、
能
登
町
真
脇
遺
跡
の

カ
ゴ
類
（
図
２-

１
）
で
あ
る
（
山
本
一
九
八
六
）。
ヒ
ノ
キ
材
を
用

い
た
密
な
も
じ
り
編
み
に
よ
る
も
の
で
、
前
期
後
葉
の
福
浦
上
層
式

に
属
す
る
。
同
様
の
密
な
も
じ
り
編
み
の
カ
ゴ
類
は
、
同
じ
頃
（
縄 

文
時
代
前
期
後
半
）の
富
山
県
富
山
市
小
竹
貝
塚（
松
永
二
〇
一
四
）

や
、
福
井
県
若
狭
町
鳥
浜
貝
塚
（
鳥
浜
貝
塚
研
究
グ
ル
ー
プ
一
九
八

五
）
で
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
該
期
の
北
陸
地
方
の
特
徴
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
同
遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
前
期
末
～
中

図１ 主な編み方の模式図（松永 2013b） 
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期
初
頭
の
層
位
に
属
す
る
ス
ダ
レ
状
圧
痕
（
条
材
を
絡
め
編
む
、
も

じ
り
編
み
の
敷
物
圧
痕
）
も
わ
ず
か
な
が
ら
確
認
さ
れ
て
お
り
、
前

期
後
半
以
降
、
も
じ
り
編
み
の
編
物
が
カ
ゴ
や
土
器
製
作
用
敷
物
と

し
て
製
作
・
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。 

 

縄
文
土
器
底
部
の
敷
物
圧
痕
は
、
土
器
の
平
底
化
が
完
全
に
定
着

す
る
中
期
以
降
、
加
賀
地
域
・
能
登
地
域
を
問
わ
ず
、
県
域
で
広
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
中
期
前
葉
～
中
葉
に
は
、
も
じ
り
編

み
の
ス
ダ
レ
状
圧
痕
が
卓
越
し
、
同
じ
頃
の
東
北
～
北
陸
地
方
に
か

け
て
の
日
本
海
側
地
域
に
共
通
の
特
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
金
沢
市
角
間
遺
跡
（
金
沢
大
学
構
内
遺
跡
の
一
つ
）
で
は
、
中

期
前
葉
の
縄
文
土
器
底
部
に
敷
物
圧
痕
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
編
み

方
が
確
認
で
き
る
も
の
は
い
ず
れ
も
ス
ダ
レ
状
圧
痕
（
図
２-

２
）
で

あ
る
（
佐
々
木
・
妹
尾
・
横
山
二
〇
一
七
）。
石
川
県
域
で
は
、
中
期

後
半
以
降
も
、（
遺
跡
ご
と
の
多
寡
は
あ
る
が
）
縄
文
時
代
晩
期
ま
で

ス
ダ
レ
状
圧
痕
が
認
め
ら
れ
（
松
永
二
〇
〇
八
ａ
・
二
〇
一
三
ａ
）、

さ
ら
に
よ
り
高
度
な
も
じ
り
編
み
の
敷
物
圧
痕
で
あ
る
カ
ゴ
底
圧
痕

（
も
じ
り
編
み
の
カ
ゴ
底
の
圧
痕
、
図
２-

５
）
や
編
布
圧
痕
（
も
じ

り
編
み
の
布
の
圧
痕
、
図
２-

６
）
も
少
数
な
が
ら
存
在
す
る
（
川
端

一
九
八
三
、
川
端
・
渡
辺
ほ
か
一
九
八
三
、
山
本
一
九
八
九
）。
こ
れ

ら
の
資
料
は
、
縄
文
時
代
の
石
川
県
域
に
お
い
て
、
も
じ
り
編
み
が

高
度
な
技
術
水
準
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。 

 

た
だ
し
、
縄
文
時
代
中
期
以
降
、
網
代
圧
痕
（
条
材
を
単
純
交
差

さ
せ
る
、
広
義
の
網
代
編
み
の
敷
物
圧
痕
）
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら

れ
（
図
２-

３
・
４
）
、
中
期
中
葉
～
後
葉
の
小
松
市
中
海
遺
跡
（
湯

尻
・
山
本
ほ
か
一
九
八
七
）
や
中
期
中
葉
～
後
葉
の
能
美
市
莇
生
遺

跡
（
辰
口
町
教
育
委
員
会
一
九
七
八
）、
後
期
中
葉
の
金
沢
市
馬
替
遺

跡
（
南
ほ
か
一
九
九
三
）
の
よ
う
に
、
遺
跡
に
よ
っ
て
は
網
代
圧
痕

（
一
本
超
え
一
本
潜
り
一
本
送
り
や
二
本
超
え
二
本
潜
り
一
本
送
り

な
ど
）
が
主
体
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
石
川
県
域
の
網
代
圧

痕
の
中
に
は
、
植
松
な
お
み
氏
が
東
北
型
網
代
圧
痕
（
植
松
一
九
八

一
）
と
名
付
け
た
ボ
コ
ボ
コ
と
し
た
質
感
の
網
代
圧
痕
も
存
在
す
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
川
端
・
渡
辺
ほ
か
一
九
八
三
、
湯
尻
・

山
本
ほ
か
一
九
八
七
）、縄
文
土
器
製
作
用
の
敷
物
だ
け
で
も
か
な
り

多
様
な
編
物
が
製
作
・
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
４
）
。 

 

ま
た
、
縄
文
時
代
後
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
も
、
実
物
資
料
が
見

つ
か
っ
て
お
り
、
後
期
～
晩
期
の
金
沢
市
米
泉
遺
跡
（
西
野
・
岡
本

ほ
か
一
九
八
九
）
や
晩
期
の
金
沢
市
中
屋
サ
ワ
遺
跡
（
楠
・
谷
口
・

前
田
・
向
井
二
〇
〇
九
、
谷
口
・
谷
口
・
向
井 

二
〇
一
〇
）、
志
賀

町
鹿
首
モ
リ
ガ
フ
チ
遺
跡
（
山
本
一
九
八
九
）
の
例
が
知
ら
れ
る
。

特
に
、
漆
漉
し
布
と
し
て
の
編
布
（
米
泉
遺
跡
）、
カ
ゴ
（
タ
ケ
サ
サ

類
・
広
義
の
網
代
編
み
）
に
漆
を
塗
布
し
た
籃
胎
漆
器
（
図
２-

７
、

米
泉
遺
跡
・
中
屋
サ
ワ
遺
跡
・
鹿
首
モ
リ
ガ
フ
チ
遺
跡
）
が
注
目
さ 

4 

期
初
頭
の
層
位
に
属
す
る
ス
ダ
レ
状
圧
痕
（
条
材
を
絡
め
編
む
、
も

じ
り
編
み
の
敷
物
圧
痕
）
も
わ
ず
か
な
が
ら
確
認
さ
れ
て
お
り
、
前

期
後
半
以
降
、
も
じ
り
編
み
の
編
物
が
カ
ゴ
や
土
器
製
作
用
敷
物
と

し
て
製
作
・
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。 

 

縄
文
土
器
底
部
の
敷
物
圧
痕
は
、
土
器
の
平
底
化
が
完
全
に
定
着

す
る
中
期
以
降
、
加
賀
地
域
・
能
登
地
域
を
問
わ
ず
、
県
域
で
広
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
中
期
前
葉
～
中
葉
に
は
、
も
じ
り
編

み
の
ス
ダ
レ
状
圧
痕
が
卓
越
し
、
同
じ
頃
の
東
北
～
北
陸
地
方
に
か

け
て
の
日
本
海
側
地
域
に
共
通
の
特
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
金
沢
市
角
間
遺
跡
（
金
沢
大
学
構
内
遺
跡
の
一
つ
）
で
は
、
中

期
前
葉
の
縄
文
土
器
底
部
に
敷
物
圧
痕
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
編
み

方
が
確
認
で
き
る
も
の
は
い
ず
れ
も
ス
ダ
レ
状
圧
痕
（
図
２-

２
）
で

あ
る
（
佐
々
木
・
妹
尾
・
横
山
二
〇
一
七
）。
石
川
県
域
で
は
、
中
期

後
半
以
降
も
、（
遺
跡
ご
と
の
多
寡
は
あ
る
が
）
縄
文
時
代
晩
期
ま
で

ス
ダ
レ
状
圧
痕
が
認
め
ら
れ
（
松
永
二
〇
〇
八
ａ
・
二
〇
一
三
ａ
）、

さ
ら
に
よ
り
高
度
な
も
じ
り
編
み
の
敷
物
圧
痕
で
あ
る
カ
ゴ
底
圧
痕

（
も
じ
り
編
み
の
カ
ゴ
底
の
圧
痕
、
図
２-

５
）
や
編
布
圧
痕
（
も
じ

り
編
み
の
布
の
圧
痕
、
図
２-

６
）
も
少
数
な
が
ら
存
在
す
る
（
川
端

一
九
八
三
、
川
端
・
渡
辺
ほ
か
一
九
八
三
、
山
本
一
九
八
九
）。
こ
れ

ら
の
資
料
は
、
縄
文
時
代
の
石
川
県
域
に
お
い
て
、
も
じ
り
編
み
が

高
度
な
技
術
水
準
に
達
し
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。 

 

た
だ
し
、
縄
文
時
代
中
期
以
降
、
網
代
圧
痕
（
条
材
を
単
純
交
差

さ
せ
る
、
広
義
の
網
代
編
み
の
敷
物
圧
痕
）
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら

れ
（
図
２-

３
・
４
）
、
中
期
中
葉
～
後
葉
の
小
松
市
中
海
遺
跡
（
湯

尻
・
山
本
ほ
か
一
九
八
七
）
や
中
期
中
葉
～
後
葉
の
能
美
市
莇
生
遺

跡
（
辰
口
町
教
育
委
員
会
一
九
七
八
）、
後
期
中
葉
の
金
沢
市
馬
替
遺

跡
（
南
ほ
か
一
九
九
三
）
の
よ
う
に
、
遺
跡
に
よ
っ
て
は
網
代
圧
痕

（
一
本
超
え
一
本
潜
り
一
本
送
り
や
二
本
超
え
二
本
潜
り
一
本
送
り

な
ど
）
が
主
体
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
石
川
県
域
の
網
代
圧

痕
の
中
に
は
、
植
松
な
お
み
氏
が
東
北
型
網
代
圧
痕
（
植
松
一
九
八

一
）
と
名
付
け
た
ボ
コ
ボ
コ
と
し
た
質
感
の
網
代
圧
痕
も
存
在
す
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
川
端
・
渡
辺
ほ
か
一
九
八
三
、
湯
尻
・

山
本
ほ
か
一
九
八
七
）、縄
文
土
器
製
作
用
の
敷
物
だ
け
で
も
か
な
り

多
様
な
編
物
が
製
作
・
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
４
）
。 

 

ま
た
、
縄
文
時
代
後
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
も
、
実
物
資
料
が
見

つ
か
っ
て
お
り
、
後
期
～
晩
期
の
金
沢
市
米
泉
遺
跡
（
西
野
・
岡
本

ほ
か
一
九
八
九
）
や
晩
期
の
金
沢
市
中
屋
サ
ワ
遺
跡
（
楠
・
谷
口
・

前
田
・
向
井
二
〇
〇
九
、
谷
口
・
谷
口
・
向
井 

二
〇
一
〇
）、
志
賀

町
鹿
首
モ
リ
ガ
フ
チ
遺
跡
（
山
本
一
九
八
九
）
の
例
が
知
ら
れ
る
。

特
に
、
漆
漉
し
布
と
し
て
の
編
布
（
米
泉
遺
跡
）、
カ
ゴ
（
タ
ケ
サ
サ

類
・
広
義
の
網
代
編
み
）
に
漆
を
塗
布
し
た
籃
胎
漆
器
（
図
２-

７
、

米
泉
遺
跡
・
中
屋
サ
ワ
遺
跡
・
鹿
首
モ
リ
ガ
フ
チ
遺
跡
）
が
注
目
さ 
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6 

れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
高
度
な
漆
工
技
術
を
背
景
と
す
る
縄
文
時
代
晩

期
の
代
表
的
編
物
で
あ
る
。
加
え
て
、
中
屋
サ
ワ
遺
跡
で
は
、
ス
ギ
・

マ
タ
タ
ビ
な
ど
を
素
材
と
す
る
、
も
じ
り
編
み
の
編
物
片
も
見
つ

か
っ
て
い
る
（
図
２-

８
）。 

 

石
川
県
域
に
お
け
る
編
物
資
料
は
、
実
の
と
こ
ろ
縄
文
時
代
の
も

の
が
最
も
多
い
。
実
物
資
料
・
圧
痕
資
料
の
情
報
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
き
わ
め
て
豊
か
な
編
物
文
化
が
浮
か
び
上
が
る
。 

  

（
二
）
弥
生
時
代 

 

弥
生
時
代
に
は
、
お
そ
ら
く
縄
文
時
代
と
の
土
器
製
作
技
術
の
違

い
な
ど
を
要
因
と
し
て
、
敷
物
圧
痕
の
数
が
激
減
す
る
た
め
（
ご
く

少
数
な
が
ら
網
代
圧
痕
・
も
じ
り
編
み
圧
痕
は
存
在
す
る
）、
実
物
資

料
が
中
心
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
弥
生
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か

け
て
の
金
沢
市
藤
江
Ｂ
遺
跡
（
松
山
・
三
浦
二
〇
〇
一
）、
金
沢
市
西

念
・
南
新
保
遺
跡
（
楠
ほ
か
一
九
八
九
）、
金
沢
市
戸
水
Ｃ
遺
跡
（
山

本
一
九
八
九
）、
小
松
市
八
日
市
地
方
遺
跡
（
橋
本
・
福
海
・
宮
田
二

〇
〇
三
、
樫
田
・
下
濱
・
能
城
・
佐
々
木
・
小
林
・
鈴
木
ほ
か
二
〇

一
六
、
中
屋
二
〇
一
八
ｂ
（
５
）
）、
小
松
市
白
江
梯
川
遺
跡
（
久
田
・

中
川
・
本
田
・
佐
々
木
二
〇
〇
八
）、
宝
達
志
水
町
荻
市
遺
跡
（
川
畑
・

沢
辺
ほ
か
一
九
九
八
）
か
ら
、
マ
タ
タ
ビ
や
ア
ス
ナ
ロ
な
ど
を
素
材

と
す
る
、
広
義
の
網
代
編
み
を
主
と
す
る
カ
ゴ
や
箕
な
ど
が
出
土
し

て
い
る
。 

 

弥
生
時
代
の
編
物
に
関
し
て
、
特
に
重
要
な
こ
と
は
、
カ
ゴ
の
定

型
化
で
あ
る
（
図
３-

１
～
３
）。
弥
生
時
代
中
期
～
後
期
の
西
日
本

を
中
心
と
し
て
、
口
縁
部
が
巻
き
縁
ま
た
は
矢
筈
巻
き
縁
、
口
縁
部

付
近
や
体
部
中
央
が
絡
め
編
み
の
類
、
体
部
が
一
本
超
え
一
本
潜
り

一
本
送
り
や
二
本
超
え
二
本
潜
り
一
本
送
り
、
底
部
が
経
条
・
緯
条

二
本
一
組
の
二
本
超
え
二
本
潜
り
一
本
送
り
ま
た
は
一
本
超
え
一
本

潜
り
一
本
送
り
と
な
る
鉢
形
の
カ
ゴ
類
が
、
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
編
物
に
一
種
の
共
通
規
範
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
（
松
永
二
〇
一
三

ａ
・
ｂ
）。
石
川
県
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
戸
水
Ｃ
遺
跡
・
八
日
市
地

方
遺
跡
・
白
江
梯
川
遺
跡
・
荻
市
遺
跡
で
同
様
の
カ
ゴ
が
見
つ
か
っ

て
い
る
。
加
え
て
、
八
日
市
地
方
遺
跡
に
例
が
あ
る
よ
う
に
、
箕
の

存
在
も
弥
生
時
代
か
ら
確
認
で
き
る
。 

 

な
お
、
八
日
市
地
方
遺
跡
な
ど
で
は
、
編
物
の
痕
跡
が
器
面
に
残

る
被
籠
土
器
（
図
３-

４
）
も
認
め
ら
れ
、
壺
を
カ
ゴ
で
包
む
と
い
う
、

縄
文
時
代
と
は
異
な
る
編
物
の
あ
り
方
が
注
目
さ
れ
る
。 

  

（
三
）
古
墳
時
代 

 

古
墳
時
代
に
つ
い
て
は
、
縄
文
時
代
や
弥
生
時
代
に
比
べ
て
情
報

が
少
な
い
が
、
能
美
市
和
田
山
二
号
墳
（
小
林
一
九
六
四
、
文
化
財 
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れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
高
度
な
漆
工
技
術
を
背
景
と
す
る
縄
文
時
代
晩

期
の
代
表
的
編
物
で
あ
る
。
加
え
て
、
中
屋
サ
ワ
遺
跡
で
は
、
ス
ギ
・

マ
タ
タ
ビ
な
ど
を
素
材
と
す
る
、
も
じ
り
編
み
の
編
物
片
も
見
つ

か
っ
て
い
る
（
図
２-

８
）。 

 

石
川
県
域
に
お
け
る
編
物
資
料
は
、
実
の
と
こ
ろ
縄
文
時
代
の
も

の
が
最
も
多
い
。
実
物
資
料
・
圧
痕
資
料
の
情
報
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
き
わ
め
て
豊
か
な
編
物
文
化
が
浮
か
び
上
が
る
。 

  

（
二
）
弥
生
時
代 

 

弥
生
時
代
に
は
、
お
そ
ら
く
縄
文
時
代
と
の
土
器
製
作
技
術
の
違

い
な
ど
を
要
因
と
し
て
、
敷
物
圧
痕
の
数
が
激
減
す
る
た
め
（
ご
く

少
数
な
が
ら
網
代
圧
痕
・
も
じ
り
編
み
圧
痕
は
存
在
す
る
）、
実
物
資

料
が
中
心
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
弥
生
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か

け
て
の
金
沢
市
藤
江
Ｂ
遺
跡
（
松
山
・
三
浦
二
〇
〇
一
）、
金
沢
市
西

念
・
南
新
保
遺
跡
（
楠
ほ
か
一
九
八
九
）、
金
沢
市
戸
水
Ｃ
遺
跡
（
山

本
一
九
八
九
）、
小
松
市
八
日
市
地
方
遺
跡
（
橋
本
・
福
海
・
宮
田
二

〇
〇
三
、
樫
田
・
下
濱
・
能
城
・
佐
々
木
・
小
林
・
鈴
木
ほ
か
二
〇

一
六
、
中
屋
二
〇
一
八
ｂ
（
５
）
）、
小
松
市
白
江
梯
川
遺
跡
（
久
田
・

中
川
・
本
田
・
佐
々
木
二
〇
〇
八
）、
宝
達
志
水
町
荻
市
遺
跡
（
川
畑
・

沢
辺
ほ
か
一
九
九
八
）
か
ら
、
マ
タ
タ
ビ
や
ア
ス
ナ
ロ
な
ど
を
素
材

と
す
る
、
広
義
の
網
代
編
み
を
主
と
す
る
カ
ゴ
や
箕
な
ど
が
出
土
し

て
い
る
。 

 

弥
生
時
代
の
編
物
に
関
し
て
、
特
に
重
要
な
こ
と
は
、
カ
ゴ
の
定

型
化
で
あ
る
（
図
３-

１
～
３
）。
弥
生
時
代
中
期
～
後
期
の
西
日
本

を
中
心
と
し
て
、
口
縁
部
が
巻
き
縁
ま
た
は
矢
筈
巻
き
縁
、
口
縁
部

付
近
や
体
部
中
央
が
絡
め
編
み
の
類
、
体
部
が
一
本
超
え
一
本
潜
り

一
本
送
り
や
二
本
超
え
二
本
潜
り
一
本
送
り
、
底
部
が
経
条
・
緯
条

二
本
一
組
の
二
本
超
え
二
本
潜
り
一
本
送
り
ま
た
は
一
本
超
え
一
本

潜
り
一
本
送
り
と
な
る
鉢
形
の
カ
ゴ
類
が
、
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
編
物
に
一
種
の
共
通
規
範
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
（
松
永
二
〇
一
三

ａ
・
ｂ
）。
石
川
県
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
戸
水
Ｃ
遺
跡
・
八
日
市
地

方
遺
跡
・
白
江
梯
川
遺
跡
・
荻
市
遺
跡
で
同
様
の
カ
ゴ
が
見
つ
か
っ

て
い
る
。
加
え
て
、
八
日
市
地
方
遺
跡
に
例
が
あ
る
よ
う
に
、
箕
の

存
在
も
弥
生
時
代
か
ら
確
認
で
き
る
。 

 

な
お
、
八
日
市
地
方
遺
跡
な
ど
で
は
、
編
物
の
痕
跡
が
器
面
に
残

る
被
籠
土
器
（
図
３-

４
）
も
認
め
ら
れ
、
壺
を
カ
ゴ
で
包
む
と
い
う
、

縄
文
時
代
と
は
異
な
る
編
物
の
あ
り
方
が
注
目
さ
れ
る
。 

  
（
三
）
古
墳
時
代 

 

古
墳
時
代
に
つ
い
て
は
、
縄
文
時
代
や
弥
生
時
代
に
比
べ
て
情
報

が
少
な
い
が
、
能
美
市
和
田
山
二
号
墳
（
小
林
一
九
六
四
、
文
化
財 
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保
護
委
員
会
一
九
五
七
）
や
加
賀
市
八
日
市
遺
跡
（
中
屋
二
〇
一
八

ａ
）
で
網
代
編
み
の
実
物
資
料
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。 

 

和
田
山
二
号
墳
で
は
、
三
本
超
え
三
本
潜
り
一
本
送
り
と
二
本
超

え
二
本
潜
り
一
本
送
り
（
経
条
・
緯
条
と
も
に
二
本
一
組
）
の
網
代

片
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
出
土
し
て
い
る
。銅
鏡
を
包
ん
で
い
た
か
、

あ
る
い
は
棺
底
に
敷
か
れ
て
い
た
か
で
棺
内
に
あ
っ
た
編
物
が
、
銅

鏡
に
接
し
て
い
た
部
分
の
み
遺
存
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。 

 

ま
た
、
八
日
市
遺
跡
で
は
、
古
墳
時
代
前
期
の
水
辺
祭
祀
施
設
の

可
能
性
が
あ
る
板
組
み
遺
構
の
周
辺
か
ら
、
網
代
編
み
の
敷
物
が
出

土
し
て
い
る
と
い
う
。 

  

（
四
）
古
代 

 

古
代
の
編
物
は
、
加
賀
地
域
の
金
沢
市
荒
木
田
遺
跡
（
北
野
・
鈴

木
・
西
尾
ほ
か
一
九
九
五
）
、
金
沢
市
大
友
西
遺
跡
（
出
越
・
谷
口
・

前
田
二
〇
〇
二
）、
小
松
市
高
堂
遺
跡
（
山
本
一
九
九
〇
）、
小
松
市

一
針
Ｃ
遺
跡
（
横
山
二
〇
一
六
・
横
山
ほ
か
二
〇
一
七
）
で
実
物
資

料
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。 

 

荒
木
田
遺
跡
で
は
、
奈
良
時
代
（
八
世
紀
後
半
）
の
水
場
遺
構
か

ら
、
ス
ギ
材
を
用
い
た
二
本
超
え
二
本
潜
り
一
本
送
り
の
網
代
編
み

の
カ
ゴ
が
一
点
出
土
し
て
い
る
（
図
４-

１
） 

 

大
友
西
遺
跡
で
は
、
平
安
時
代
前
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
井
戸
の

底
に
一
．
五
ｍ
×
〇
．
九
ｍ
ほ
ど
の
大
型
網
代
（
三
本
超
え
三
本
潜

り
一
本
送
り
）
が
敷
か
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
い
る
（
図
４-

２
）。 

 

高
堂
遺
跡
で
は
、
九
世
紀
後
半
～
十
世
紀
初
頭
頃
の
溝
か
ら
、
縁

巻
き
の
あ
る
三
本
超
え
三
本
潜
り
一
本
送
り
の
網
代
編
み
の
カ
ゴ
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。 

 

一
針
Ｃ
遺
跡
で
は
、
古
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
外
枠
横
板
組
・
内

枠
く
り
抜
き
の
井
戸
底
に
、
針
葉
樹
の
大
型
網
代
（
年
報
の
写
真
を

見
る
限
り
三
本
超
え
三
本
潜
り
一
本
送
り
）
が
敷
か
れ
た
状
態
で
出

土
し
て
お
り
、
浄
水
目
的
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
石
川
県
域
に
お
け
る
古
代
の
出
土
編
物
は
、
い

ず
れ
も
広
義
の
網
代
編
み
で
あ
る
。
構
造
的
に
前
時
代
の
編
物
と
違

い
は
な
く
、
技
術
系
統
的
に
は
つ
な
が
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
良
い

だ
ろ
う
。
素
材
の
樹
種
が
判
明
し
て
い
る
限
り
針
葉
樹
と
い
う
こ
と

も
、
一
種
の
連
続
性
を
示
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。 

 

古
代
（
以
降
）
の
編
物
に
関
し
て
、
こ
こ
で
一
つ
問
題
を
指
摘
し 

て
お
き
た
い
。
古
代
に
入
り
、
文
献
資
料
に
編
物
に
関
す
る
具
体
的

な
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
小
林
一
九
六
四
）。
平
安
時
代
中
期

の
延
長
五
年
（
九
二
七
年
）
に
成
立
し
た
『
延
喜
式
』「
主
計
寮
上
」

に
は
、
中
男
作
物
と
し
て
能
登
国
の
「
席
」・「
韓
薦
」・「
折
薦
」・「
菅

薦
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
席
は
長
一
丈
・
広
三
尺

六
寸
、
韓
薦
は
長
四
丈
・
広
七
尺
、
折
薦
は
長
二
丈
・
広
三
尺
六
寸
、 
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保
護
委
員
会
一
九
五
七
）
や
加
賀
市
八
日
市
遺
跡
（
中
屋
二
〇
一
八

ａ
）
で
網
代
編
み
の
実
物
資
料
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。 

 

和
田
山
二
号
墳
で
は
、
三
本
超
え
三
本
潜
り
一
本
送
り
と
二
本
超

え
二
本
潜
り
一
本
送
り
（
経
条
・
緯
条
と
も
に
二
本
一
組
）
の
網
代

片
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
出
土
し
て
い
る
。銅
鏡
を
包
ん
で
い
た
か
、

あ
る
い
は
棺
底
に
敷
か
れ
て
い
た
か
で
棺
内
に
あ
っ
た
編
物
が
、
銅

鏡
に
接
し
て
い
た
部
分
の
み
遺
存
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。 

 

ま
た
、
八
日
市
遺
跡
で
は
、
古
墳
時
代
前
期
の
水
辺
祭
祀
施
設
の

可
能
性
が
あ
る
板
組
み
遺
構
の
周
辺
か
ら
、
網
代
編
み
の
敷
物
が
出

土
し
て
い
る
と
い
う
。 

  

（
四
）
古
代 

 

古
代
の
編
物
は
、
加
賀
地
域
の
金
沢
市
荒
木
田
遺
跡
（
北
野
・
鈴

木
・
西
尾
ほ
か
一
九
九
五
）
、
金
沢
市
大
友
西
遺
跡
（
出
越
・
谷
口
・

前
田
二
〇
〇
二
）、
小
松
市
高
堂
遺
跡
（
山
本
一
九
九
〇
）、
小
松
市

一
針
Ｃ
遺
跡
（
横
山
二
〇
一
六
・
横
山
ほ
か
二
〇
一
七
）
で
実
物
資

料
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。 

 

荒
木
田
遺
跡
で
は
、
奈
良
時
代
（
八
世
紀
後
半
）
の
水
場
遺
構
か

ら
、
ス
ギ
材
を
用
い
た
二
本
超
え
二
本
潜
り
一
本
送
り
の
網
代
編
み

の
カ
ゴ
が
一
点
出
土
し
て
い
る
（
図
４-

１
） 

 

大
友
西
遺
跡
で
は
、
平
安
時
代
前
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
井
戸
の

底
に
一
．
五
ｍ
×
〇
．
九
ｍ
ほ
ど
の
大
型
網
代
（
三
本
超
え
三
本
潜

り
一
本
送
り
）
が
敷
か
れ
た
状
態
で
出
土
し
て
い
る
（
図
４-

２
）。 

 

高
堂
遺
跡
で
は
、
九
世
紀
後
半
～
十
世
紀
初
頭
頃
の
溝
か
ら
、
縁

巻
き
の
あ
る
三
本
超
え
三
本
潜
り
一
本
送
り
の
網
代
編
み
の
カ
ゴ
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。 

 

一
針
Ｃ
遺
跡
で
は
、
古
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
外
枠
横
板
組
・
内

枠
く
り
抜
き
の
井
戸
底
に
、
針
葉
樹
の
大
型
網
代
（
年
報
の
写
真
を

見
る
限
り
三
本
超
え
三
本
潜
り
一
本
送
り
）
が
敷
か
れ
た
状
態
で
出

土
し
て
お
り
、
浄
水
目
的
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
石
川
県
域
に
お
け
る
古
代
の
出
土
編
物
は
、
い

ず
れ
も
広
義
の
網
代
編
み
で
あ
る
。
構
造
的
に
前
時
代
の
編
物
と
違

い
は
な
く
、
技
術
系
統
的
に
は
つ
な
が
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
良
い

だ
ろ
う
。
素
材
の
樹
種
が
判
明
し
て
い
る
限
り
針
葉
樹
と
い
う
こ
と

も
、
一
種
の
連
続
性
を
示
し
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。 

 

古
代
（
以
降
）
の
編
物
に
関
し
て
、
こ
こ
で
一
つ
問
題
を
指
摘
し 

て
お
き
た
い
。
古
代
に
入
り
、
文
献
資
料
に
編
物
に
関
す
る
具
体
的

な
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
小
林
一
九
六
四
）。
平
安
時
代
中
期

の
延
長
五
年
（
九
二
七
年
）
に
成
立
し
た
『
延
喜
式
』「
主
計
寮
上
」

に
は
、
中
男
作
物
と
し
て
能
登
国
の
「
席
」・「
韓
薦
」・「
折
薦
」・「
菅

薦
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
席
は
長
一
丈
・
広
三
尺

六
寸
、
韓
薦
は
長
四
丈
・
広
七
尺
、
折
薦
は
長
二
丈
・
広
三
尺
六
寸
、 
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図４ 古代～近世の編物資料（図版出典は各発掘報告） 
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図４ 古代～近世の編物資料（図版出典は各発掘報告） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



10 

菅
薦
は
長
一
丈
二
尺
・
広
四
尺
で
あ
る
と
い
う
。
一
〇
世
紀
の
能
登

地
域
で
は
、
規
格
化
さ
れ
た
平
面
的
編
物
が
作
ら
れ
、
都
に
納
め
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
考
古
資
料
で
は
、
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
管
見
の
限
り
で
あ
る
が
、
敷
物
に
規
格
が
あ
っ
た
こ
と
ど
こ

ろ
か
、
草
本
類
の
敷
物
の
存
在
自
体
、
現
時
点
の
能
登
地
域
で
確
認

で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
、
草
本
類
を
素
材
と
す
る
敷
物
（
席
・
薦
）

の
類
は
、
各
種
編
物
の
中
で
も
特
に
脆
弱
な
た
め
、
埋
蔵
状
態
で
は

遺
存
し
に
く
い
の
で
あ
ろ
う
。
考
古
学
研
究
者
は
、
こ
の
こ
と
に
留

意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
当
然
先
史
時
代
に
つ
い
て
は
無
理
な
話

で
あ
る
が
、
歴
史
時
代
に
お
い
て
は
、
考
古
資
料
と
文
献
資
料
を
照

ら
し
合
わ
せ
る
作
業
の
必
要
性
を
強
調
し
て
お
く
。 

  

（
五
）
中
世 

 

中
世
に
お
い
て
も
、
加
賀
地
域
で
編
物
の
実
物
資
料
が
出
土
し
て

い
る
。
金
沢
市
木
越
コ
ウ
タ
イ
ジ
ン
遺
跡
（
金
沢
市
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
二
〇
一
六
）、
金
沢
市
木
越
光
徳
寺
跡
（
金
沢
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
二
〇
一
六
）、
金
沢
市
千
田
北
遺
跡
（
金
沢
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
二
〇
一
七
）、
小
松
市
佐
々
木
ア
サ
バ
タ
ケ
遺
跡
（
山
本
一

九
八
九
）、
小
松
市
軽
海
西
芳
寺
遺
跡
（
岩
瀬
・
柿
田
・
宮
田
一
九
九

八
）、
小
松
市
一
針
Ｃ
遺
跡
（
中
森
・
安
中
二
〇
一
五
、
横
山
二
〇
一

六
）
か
ら
、
網
代
編
み
の
編
物
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。 

 

木
越
コ
ウ
タ
イ
ジ
ン
遺
跡
で
は
、
河
川
跡
か
ら
中
世
に
属
す
る
約

一
．
四
ｍ
×
約
一
．
一
ｍ
の
大
型
網
代
（
年
報
の
写
真
を
見
る
限
り

二
本
超
え
二
潜
り
一
本
送
り
）
が
出
土
し
て
お
り
、
建
物
の
壁
材
と

さ
れ
て
い
る
。 

 

木
越
光
徳
寺
跡
で
は
、
中
世
寺
院
の
区
画
溝
の
岸
際
で
網
代
（
年

報
の
写
真
を
見
る
限
り
二
本
超
え
二
潜
り
一
本
送
り
）
が
出
土
し
て

お
り
、
壁
材
を
護
岸
に
転
用
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。 

 

千
田
北
遺
跡
で
は
、
中
世
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
大
型
網
代
（
二
本

超
え
二
潜
り
一
本
送
り
）
が
土
坑
内
か
ら
出
土
し
て
い
る
。 

 

軽
海
西
芳
寺
遺
跡
で
は
、
一
二
世
紀
末
～
一
三
世
紀
初
頭
の
井
戸

か
ら
、
広
義
の
網
代
編
み
に
属
す
る
六
ツ
目
編
み
の
編
物
片
が
一
点

出
土
し
て
い
る
（
図
４-

３
）。
カ
ゴ
の
類
で
あ
ろ
う
。 

 

佐
々
木
ア
サ
バ
タ
ケ
遺
跡
で
は
、
一
四
世
紀
の
井
戸
か
ら
、
ヒ
ノ

キ
材
を
用
い
た
縦
芯
材
折
り
込
み
縁
・
網
代
編
み
の
カ
ゴ
が
一
点
出

土
し
て
い
る
（
図
４-

４
）。 

 

一
針
Ｃ
遺
跡
で
は
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
中
世
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
井
戸
か
ら
カ
ゴ
・
箕
（
年
報
の
写
真
を
見
る
限
り
は
網
代
編
み
の

類
）
が
出
土
し
て
い
る
と
い
う
。 

 

能
登
地
域
に
お
い
て
も
、
穴
水
町
に
「
な
あ
げ
そ
う
け
（
菜
上
げ

笊
笥
・
名
上
げ
宗
家
）」
の
話
（
６
）

が
あ
る
よ
う
に
、
中
世
に
広
義
の

10 

菅
薦
は
長
一
丈
二
尺
・
広
四
尺
で
あ
る
と
い
う
。
一
〇
世
紀
の
能
登

地
域
で
は
、
規
格
化
さ
れ
た
平
面
的
編
物
が
作
ら
れ
、
都
に
納
め
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
考
古
資
料
で
は
、
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
管
見
の
限
り
で
あ
る
が
、
敷
物
に
規
格
が
あ
っ
た
こ
と
ど
こ

ろ
か
、
草
本
類
の
敷
物
の
存
在
自
体
、
現
時
点
の
能
登
地
域
で
確
認

で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
、
草
本
類
を
素
材
と
す
る
敷
物
（
席
・
薦
）

の
類
は
、
各
種
編
物
の
中
で
も
特
に
脆
弱
な
た
め
、
埋
蔵
状
態
で
は

遺
存
し
に
く
い
の
で
あ
ろ
う
。
考
古
学
研
究
者
は
、
こ
の
こ
と
に
留

意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
当
然
先
史
時
代
に
つ
い
て
は
無
理
な
話

で
あ
る
が
、
歴
史
時
代
に
お
い
て
は
、
考
古
資
料
と
文
献
資
料
を
照

ら
し
合
わ
せ
る
作
業
の
必
要
性
を
強
調
し
て
お
く
。 

  

（
五
）
中
世 

 

中
世
に
お
い
て
も
、
加
賀
地
域
で
編
物
の
実
物
資
料
が
出
土
し
て

い
る
。
金
沢
市
木
越
コ
ウ
タ
イ
ジ
ン
遺
跡
（
金
沢
市
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
二
〇
一
六
）、
金
沢
市
木
越
光
徳
寺
跡
（
金
沢
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
二
〇
一
六
）、
金
沢
市
千
田
北
遺
跡
（
金
沢
市
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
二
〇
一
七
）、
小
松
市
佐
々
木
ア
サ
バ
タ
ケ
遺
跡
（
山
本
一

九
八
九
）、
小
松
市
軽
海
西
芳
寺
遺
跡
（
岩
瀬
・
柿
田
・
宮
田
一
九
九

八
）、
小
松
市
一
針
Ｃ
遺
跡
（
中
森
・
安
中
二
〇
一
五
、
横
山
二
〇
一

六
）
か
ら
、
網
代
編
み
の
編
物
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。 

 

木
越
コ
ウ
タ
イ
ジ
ン
遺
跡
で
は
、
河
川
跡
か
ら
中
世
に
属
す
る
約

一
．
四
ｍ
×
約
一
．
一
ｍ
の
大
型
網
代
（
年
報
の
写
真
を
見
る
限
り

二
本
超
え
二
潜
り
一
本
送
り
）
が
出
土
し
て
お
り
、
建
物
の
壁
材
と

さ
れ
て
い
る
。 

 

木
越
光
徳
寺
跡
で
は
、
中
世
寺
院
の
区
画
溝
の
岸
際
で
網
代
（
年

報
の
写
真
を
見
る
限
り
二
本
超
え
二
潜
り
一
本
送
り
）
が
出
土
し
て

お
り
、
壁
材
を
護
岸
に
転
用
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。 

 

千
田
北
遺
跡
で
は
、
中
世
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
大
型
網
代
（
二
本

超
え
二
潜
り
一
本
送
り
）
が
土
坑
内
か
ら
出
土
し
て
い
る
。 

 

軽
海
西
芳
寺
遺
跡
で
は
、
一
二
世
紀
末
～
一
三
世
紀
初
頭
の
井
戸

か
ら
、
広
義
の
網
代
編
み
に
属
す
る
六
ツ
目
編
み
の
編
物
片
が
一
点

出
土
し
て
い
る
（
図
４-

３
）。
カ
ゴ
の
類
で
あ
ろ
う
。 

 

佐
々
木
ア
サ
バ
タ
ケ
遺
跡
で
は
、
一
四
世
紀
の
井
戸
か
ら
、
ヒ
ノ

キ
材
を
用
い
た
縦
芯
材
折
り
込
み
縁
・
網
代
編
み
の
カ
ゴ
が
一
点
出

土
し
て
い
る
（
図
４-

４
）。 

 

一
針
Ｃ
遺
跡
で
は
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
中
世
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
井
戸
か
ら
カ
ゴ
・
箕
（
年
報
の
写
真
を
見
る
限
り
は
網
代
編
み
の

類
）
が
出
土
し
て
い
る
と
い
う
。 

 

能
登
地
域
に
お
い
て
も
、
穴
水
町
に
「
な
あ
げ
そ
う
け
（
菜
上
げ

笊
笥
・
名
上
げ
宗
家
）」
の
話
（
６
）

が
あ
る
よ
う
に
、
中
世
に
広
義
の
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網
代
編
み
（
ザ
ル
目
編
み
）
の
編
物
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
今
後
、
能
登
地
域
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
編
物
資
料
が
出

土
す
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。 

  

（
六
）
近
世
以
降 

 

近
世
以
降
に
つ
い
て
は
、
城
跡
や
城
下
町
遺
跡
の
よ
う
な
重
要
遺

跡
を
除
き
、
原
則
と
し
て
埋
蔵
文
化
財
行
政
の
発
掘
調
査
対
象
と
は

な
り
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
考
古
学
的
視
点
（
考
古
資
料
）
に
主
軸

を
置
く
本
論
で
は
、
近
世
以
降
を
一
括
す
る
。 

 

さ
て
、
近
世
以
降
の
編
物
実
物
資
料
と
し
て
は
、
小
松
市
大
川
遺

跡
の
例
が
あ
る
（
川
畑
・
岩
本
二
〇
一
四
）。
タ
ケ
サ
サ
類
を
素
材
と

す
る
ザ
ル
目
編
み
（
一
方
の
条
材
の
間
隔
を
あ
け
た
広
義
の
網
代
編

み
）
の
編
物
が
、
江
戸
時
代
の
町
屋
地
区
の
溝
跡
か
ら
一
点
出
土
し

て
い
る
（
図
４-

５
）。 

 

ま
た
、
加
賀
市
大
菅
波
コ
シ
ョ
ウ
ズ
ワ
リ
遺
跡
で
は
、
江
戸
時
代

前
半
の
土
坑
に
編
物
（
詳
細
不
明
）
が
敷
か
れ
て
い
た
と
い
う
（
公

財
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
七
、
横
山
二
〇
一
八
）。 

 

そ
の
他
、
編
物
の
存
在
を
示
す
類
推
資
料
と
し
て
、
土
人
形
が
あ

る
。
当
時
の
人
や
動
物
、
物
を
象
っ
た
種
々
の
人
形
の
中
に
、
編
物

を
表
現
し
た
も
の
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
米
俵
が
最
も
分
か
り
や

す
い
が
、
そ
れ
以
外
に
も
カ
ゴ
や
編
笠
を
表
現
し
た
も
の
な
ど
が
あ

り
（
図
５
、
金
沢
市
宝
町
遺
跡
・
鶴
間
遺
跡
、
い
ず
れ
も
金
沢
大
学

構
内
遺
跡
（
７
）
、
佐
々
木
・
妹
尾
・
横
方
二
〇
一
七
）、
江
戸
時
代
に

図５ 近世の土人形に見る編物表現（筆者撮影） 
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広
く
編
物
（
広
義
の
網
代
編
み
・
も
じ
り
編
み
）
が
製
作
・
使
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
、
直
接
的
で
は
な
い
が
考
古
資
料
か
ら
知
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

な
お
、
近
世
・
近
代
の
編
物
は
、
伝
統
工
芸
や
民
具
の
形
で
現
代

に
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
見
る
こ
と
で
近
世
以
降
の
編
物
の
姿
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

竹
細
工
（
タ
ケ
サ
サ
類
を
素
材
と
す
る
編
物
）
は
、
県
内
各
地
で 

製
作
さ
れ
て
い
る
が
（
中
村
一
九
七
七
な
ど
）、
金
沢
市
で
は
加
賀
藩

細
工
所
の
流
れ
を
汲
む
「
加
賀
竹
工
芸
」
が
知
ら
れ
る
（
石
川
県
伝

統
産
業
振
興
協
議
会
一
九
九
七
）。
加
賀
竹
工
芸
は
、
網
代
編
み
を
主

体
に
高
度
な
模
様
を
編
み
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
種
の
美
術
品
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
ほ
ど
高
い
技
術
を
誇
る
。
こ
れ
は
、
近
世
以

降
に
お
け
る
工
芸
の
精
緻
化
を
示
す
も
の
と
理
解
で
き
る
が
、
考
古

資
料
に
見
る
生
活
道
具
と
し
て
の
編
物
と
、
技
術
的
な
根
幹
は
変
わ

ら
な
い
。 

 

ま
た
、
白
山
市
域
で
は
、
白
山
麓
に
お
け
る
も
じ
り
編
み
の
フ
カ

グ
ツ
（
稲
ワ
ラ
の
深
靴
）・
テ
ゴ
（
稲
ワ
ラ
の
手
籠
）
や
巻
き
上
げ
編

み
（
芯
材
を
巻
き
材
で
巻
き
上
げ
る
技
法
）
の
メ
ッ
ス
ギ
イ
レ
（
稲

ワ
ラ
の
飯
櫃
入
れ
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
（
天
野
・
小
林
ほ
か
一
九

七
三
）、
特
に
旧
鶴
来
町
域
に
お
い
て
、
伝
統
工
芸
と
し
て
檜
（
桧
）

細
工
（
ヒ
ノ
キ
を
素
材
と
す
る
編
物
）
が
製
作
さ
れ
て
い
る
（
石
川

図６ 現代の県内工芸に見る編物（筆者撮影） 
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県
伝
統
産
業
振
興
協
議
会
一
九
九
七
、
山
本
一
九
八
九
）。
そ
の
始
ま

り
は
、
約
四
百
年
前
に
旧
尾
口
村
深
瀬
を
訪
れ
た
旅
の
僧
が
庄
屋
の

助
太
夫
に
教
え
た
笠
作
り
で
あ
り
、
以
来
同
地
で
は
檜
細
工
が
村
の

経
済
を
支
え
る
産
物
で
あ
っ
た
と
い
う
（
木
越
一
九
九
三
）。
昭
和
五

〇
年
、手
取
川
ダ
ム
建
設
に
よ
り
、深
瀬
地
区
は
水
に
沈
ん
で
し
ま
っ

た
が
、
鶴
来
町
に
移
り
住
ん
だ
人
々
に
よ
り
技
術
は
受
け
継
が
れ
、

白
山
市
と
な
っ
た
今
も
網
代
編
み
の
カ
ゴ
な
ど
の
生
産
が
続
け
ら
れ

て
い
る
（
図
６
左
（
８
）
）。 

 

白
山
市
で
は
、
旧
河
内
村
域
に
こ
つ
ら
細
工
（
マ
タ
タ
ビ
を
素
材

と
す
る
編
物
）
と
い
う
伝
統
工
芸
も
あ
り
（
中
田
一
九
九
三
）、
広
義

の
網
代
編
み
で
カ
ゴ
な
ど
が
製
作
さ
れ
て
い
る
（
図
６
右
）。 

 

そ
の
他
、
羽
咋
市
菅
池
の
箕
（
タ
ケ
サ
サ
類
と
フ
ジ
を
素
材
と
す

る
ザ
ル
目
編
み
の
箕
）
や
、
小
松
市
の
小
松
表
（
イ
グ
サ
の
畳
表
（
９
）
）、

す
で
に
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
が
輪
島
市
東
の
箕
（
タ
ケ
サ
サ
類
と
ア

テ
＝
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
を
素
材
と
す
る
ザ
ル
目
編
み
の
箕
）な
ど（
榎

二
〇
一
五
、
田
中
一
九
九
三
）、
石
川
県
の
伝
統
工
芸
・
民
具
に
は
実

に
多
種
多
様
な
編
物
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

近
世
・
近
代
の
編
物
は
、
こ
れ
ら
と
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
が
、
考
古
資
料
か
ら
こ
れ
ほ
ど
豊
か
な
編
物
文
化
を
描
き

出
す
こ
と
は
難
し
い
。 

 

ま
た
、
明
治
時
代
以
降
、
西
洋
か
ら
伝
わ
っ
た
棒
針
編
み
・
鉤
針

編
み
の
編
物
（
輪
奈
編
み
の
類
）
が
全
国
に
普
及
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
が
（
森
・
櫻
井
二
〇
一
二
）、
こ
れ
も
考
古
学
的
に
は
追
跡

が
難
し
い
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
石
川
県
に
お
い
て
も
、
同
様
の
編

物
が
広
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
が
、
そ
の
こ
と

は
文
献
資
料
や
民
具
資
料
と
い
っ
た
、
考
古
資
料
以
外
の
手
が
か
り

か
ら
補
完
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

三
、
考
察 

 

縄
文
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
、
石
川
県
の
編
物
に
つ
い
て
の
考
古

学
的
情
報
お
よ
び
関
連
情
報
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
通
り
で
あ
る
。
そ

れ
ら
を
簡
単
に
ま
と
め
た
も
の
を
図
７
に
示
す
。こ
の
図
に
基
づ
き
、

考
古
学
的
視
点
か
ら
石
川
県
の
編
物
の
歴
史
に
つ
い
て
、
若
干
の
考

察
を
お
こ
な
い
た
い
。 

 

縄
文
時
代
に
お
い
て
は
、
実
物
資
料
と
圧
痕
資
料
か
ら
、
広
義
の

網
代
編
み
と
も
じ
り
編
み
に
よ
る
多
様
な
編
物
（
カ
ゴ
・
籃
胎
漆
器
・

漆
漉
し
布
と
し
て
の
編
布
・
土
器
製
作
用
敷
物
な
ど
）
の
製
作
・
使

用
が
見
て
取
れ
る
。
実
物
資
料
に
つ
い
て
、
も
じ
り
編
み
の
編
物
は

針
葉
樹
や
マ
タ
タ
ビ
を
素
材
と
し
、
籃
胎
漆
器
は
タ
ケ
サ
サ
類
を
素

材
と
す
る
と
い
う
点
が
特
筆
さ
れ
る
。
ま
た
、
晩
期
に
お
け
る
、
高

度
な
漆
工
技
術
と
の
関
わ
り
（
籃
胎
漆
器
・
漆
漉
し
布
）
も
重
要
で 
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川
県
に
お
い
て
も
、
同
様
の
編

物
が
広
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
が
、
そ
の
こ
と

は
文
献
資
料
や
民
具
資
料
と
い
っ
た
、
考
古
資
料
以
外
の
手
が
か
り

か
ら
補
完
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

三
、
考
察 

 

縄
文
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
、
石
川
県
の
編
物
に
つ
い
て
の
考
古

学
的
情
報
お
よ
び
関
連
情
報
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
通
り
で
あ
る
。
そ

れ
ら
を
簡
単
に
ま
と
め
た
も
の
を
図
７
に
示
す
。こ
の
図
に
基
づ
き
、

考
古
学
的
視
点
か
ら
石
川
県
の
編
物
の
歴
史
に
つ
い
て
、
若
干
の
考

察
を
お
こ
な
い
た
い
。 

 

縄
文
時
代
に
お
い
て
は
、
実
物
資
料
と
圧
痕
資
料
か
ら
、
広
義
の

網
代
編
み
と
も
じ
り
編
み
に
よ
る
多
様
な
編
物
（
カ
ゴ
・
籃
胎
漆
器
・

漆
漉
し
布
と
し
て
の
編
布
・
土
器
製
作
用
敷
物
な
ど
）
の
製
作
・
使

用
が
見
て
取
れ
る
。
実
物
資
料
に
つ
い
て
、
も
じ
り
編
み
の
編
物
は

針
葉
樹
や
マ
タ
タ
ビ
を
素
材
と
し
、
籃
胎
漆
器
は
タ
ケ
サ
サ
類
を
素

材
と
す
る
と
い
う
点
が
特
筆
さ
れ
る
。
ま
た
、
晩
期
に
お
け
る
、
高

度
な
漆
工
技
術
と
の
関
わ
り
（
籃
胎
漆
器
・
漆
漉
し
布
）
も
重
要
で 
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図７ 石川県の編物についての考古学的情報および関連情報 
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あ
る
。
圧
痕
資
料
に
つ
い
て
は
、
ス
ダ
レ
状
圧
痕
と
一
本
超
え
一
本

潜
り
一
本
送
り
・
二
本
超
え
二
本
潜
り
一
本
送
り
の
網
代
圧
痕
を
中

心
に
、
東
北
型
網
代
圧
痕
、
編
布
圧
痕
、
カ
ゴ
底
圧
痕
が
加
わ
る
と

い
う
敷
物
圧
痕
の
組
合
せ
が
特
徴
的
で
あ
る
。 

 

弥
生
時
代
に
お
い
て
も
、実
物
資
料
と
敷
物
圧
痕
が
存
在
す
る
が
、

特
に
実
物
資
料
に
つ
い
て
、
カ
ゴ
の
定
型
化
や
箕
・
被
籠
土
器
の
出

現
と
い
っ
た
新
出
の
要
素
が
加
わ
る
。
し
か
し
、
針
葉
樹
材
や
マ
タ

タ
ビ
材
の
使
用
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前
時
代
と
変
わ
ら
な
い
。 

 

縄
文
時
代
・
弥
生
時
代
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
示
す

が
、
研
究
略
史
の
中
で
触
れ
た
、
筆
者
が
指
摘
す
る
（
松
永
二
〇
一

三
ｂ
）
北
陸
地
方
に
お
け
る
先
史
編
物
の
特
徴
（
日
本
海
側
地
域
的

特
徴
・
西
日
本
的
特
徴
な
ど
）
お
よ
び
背
景
（
多
雪
地
帯
の
環
境
、

縄
文
時
代
晩
期
に
お
け
る
漆
工
芸
の
卓
越
、
弥
生
時
代
に
お
け
る
西

日
本
的
な
共
通
規
範
の
成
立
や
新
器
種
の
導
入
、
壺
形
土
器
の
使
用

な
ど
）
の
範
疇
で
捉
え
て
特
に
矛
盾
は
な
い
。 

 

ロ
ク
ロ
が
登
場
す
る
古
墳
時
代
以
降
は
、
敷
物
圧
痕
資
料
は
ま
ず

残
ら
な
い
も
の
と
見
ら
れ
、
数
少
な
い
実
物
資
料
に
基
づ
い
て
各
時

代
・
各
時
期
の
編
物
を
理
解
す
る
ほ
か
な
い
。 

 

古
墳
時
代
に
つ
い
て
は
、
古
墳
の
棺
や
板
組
み
遺
構
に
伴
っ
て
、

網
代
編
み
の
編
物
が
確
認
で
き
る
。 

 

古
代
に
お
い
て
は
、
井
戸
な
ど
の
遺
構
に
伴
う
大
型
網
代
や
網
代

編
み
の
カ
ゴ
が
認
め
ら
れ
、
針
葉
樹
材
の
使
用
が
確
認
で
き
る
。 

 

中
世
に
お
い
て
も
、
広
義
の
網
代
編
み
の
大
型
網
代
・
カ
ゴ
・
箕

が
確
認
で
き
、
や
は
り
針
葉
樹
材
の
使
用
が
判
明
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
古
墳
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
共
通
す
る
の
は
、

広
義
の
網
代
編
み
の
編
物
で
あ
り
、
同
技
法
に
よ
っ
て
カ
ゴ
や
敷
物

な
ど
が
製
作
・
使
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
古
代
や
中
世
の
遺
跡
に

お
い
て
は
、
遺
構
に
伴
っ
て
大
型
の
網
代
が
見
つ
か
る
例
が
少
な
く

な
い
。針
葉
樹
を
素
材
と
し
、そ
の
太
い
条
材
を
単
純
交
差
さ
せ
て
、

広
い
面
積
の
網
代
を
製
作
し
、
構
造
物
の
一
部
に
応
用
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。 

 

考
古
資
料
と
し
て
の
情
報
が
少
な
い
近
世
以
降
も
、
県
域
各
地
で

様
々
な
編
物
が
製
作
・
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
近
世
に
は
、

タ
ケ
サ
サ
類
を
用
い
た
ザ
ル
目
編
み
（
広
義
の
網
代
編
み
）
の
編
物

や
土
坑
内
の
敷
物
の
実
物
資
料
の
ほ
か
、
土
人
形
の
編
物
表
現
（
米

俵
・
カ
ゴ
・
編
笠
な
ど
）
か
ら
網
代
編
み
や
も
じ
り
編
み
の
編
物
の

存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
近
世
の
編
物
技
術
を
受
け
継
い

だ
で
あ
ろ
う
編
物
が
、
現
代
に
お
い
て
も
生
産
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
う
ち
、
民
具
資
料
に
は
も
じ
り
編
み
や
巻
き
上
げ
編
み
の
編
物

も
認
め
ら
れ
る
が
、
加
賀
竹
工
芸
・
檜
細
工
・
こ
つ
ら
細
工
の
よ
う

に
、
伝
統
工
芸
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
い
ず
れ
も
広
義

の
網
代
編
み
の
系
統
に
属
し
て
い
る
。 
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こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
石
川
県
の
編
物
は
、
古
く
は
も
じ
り
編
み

が
主
体
で
あ
っ
た
が
、
時
代
を
下
る
ほ
ど
網
代
編
み
の
系
統
（
一
本

超
え
一
本
潜
り
一
本
送
り
・
二
本
超
え
二
本
潜
り
一
本
送
り
・
三
本

超
え
三
本
潜
り
一
本
送
り
な
ど
）
が
連
綿
と
続
い
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
広
義
の
網
代
編
み
を
軸
に
、
基
本
的

な
技
術
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。 

 

た
だ
し
、
比
較
的
丈
夫
な
素
材
を
用
い
る
、
網
代
編
み
の
編
物
の

「
遺
存
し
や
す
さ
」
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
古
代
の
資
料
に
つ
い

て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
歴
史
時
代
の
も
じ
り
編
み
や
巻
き
上
げ
編
み

は
、
腐
朽
し
や
す
い
草
本
類
（
ス
ゲ
や
稲
ワ
ラ
な
ど
）
を
用
い
る
こ

と
が
多
く
、
そ
の
場
合
、
遺
物
と
し
て
残
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
低

く
な
る
。
そ
の
た
め
、
結
果
と
し
て
考
古
資
料
に
は
網
代
編
み
が
目

立
つ
と
い
う
要
素
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

 

ま
た
、
タ
ケ
サ
サ
類
以
外
に
針
葉
樹
（
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
ア
ス
ナ

ロ
な
ど
）
や
マ
タ
タ
ビ
を
使
用
す
る
と
い
う
、
日
本
海
側
地
域
・
多

雪
地
帯
的
な
素
材
選
択
の
特
徴
も
、
先
史
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま

で
続
い
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
傾
向
と
し
て
、
縄
文
時
代
に
お
い
て

は
も
じ
り
編
み
に
針
葉
樹
や
マ
タ
タ
ビ
を
選
択
し
て
い
た
の
が
（

10
）
、

弥
生
時
代
以
降
に
な
る
と
同
素
材
を
網
代
編
み
に
用
い
る
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
が
、
根
幹
を
な
す
素
材
利
用
の
知
識

は
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

本
論
で
は
、
主
に
考
古
資
料
を
通
じ
て
、
石
川
県
の
編
物
の
歴
史

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
。
通
史
的
な
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

状
況
か
ら
、
少
し
で
も
前
進
し
た
と
い
う
点
で
、
学
術
的
な
意
義
は

十
分
に
あ
ろ
う
。
本
県
で
は
、
縄
文
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、

針
葉
樹
・
マ
タ
タ
ビ
・
タ
ケ
サ
サ
類
な
ど
を
用
い
て
、
広
義
の
網
代

編
み
・
も
じ
り
編
み
の
カ
ゴ
や
敷
物
な
ど
が
、
製
作
・
使
用
さ
れ
続

け
て
き
た
の
で
あ
る
。
考
古
資
料
と
い
う
物
的
証
拠
を
も
っ
て
確
認

で
き
た
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
決
し
て
疑
う
余
地
が
な
い
。 

 

た
だ
、
加
賀
地
域
と
能
登
地
域
の
比
較
く
ら
い
は
実
施
し
た
い
と

こ
ろ
だ
っ
た
が
、
考
古
資
料
の
分
布
に
明
ら
か
な
偏
り
が
あ
り
（
実

物
資
料
の
分
布
が
金
沢
市
・
小
松
市
域
に
集
中
）、
現
時
点
で
は
そ
こ

ま
で
の
議
論
も
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
や
が
て
資
料
が
充
実
し

た
時
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。 

 

ま
た
、歴
史
時
代
の
編
物
に
つ
い
て
は
、文
献
資
料
や
伝
世
資
料
、

民
具
資
料
な
ど
も
積
極
的
に
収
集
し
て
、
考
古
学
以
外
の
視
点
か
ら

の
補
完
や
検
証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
多
方
面
か
ら
の

ご
意
見
・
ご
批
判
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 
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代
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（
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え
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超
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ら
れ
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受
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が
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て
き
た
こ
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は
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で
あ
ろ
う
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た
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摘
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ま
た
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タ
ケ
サ
サ
類
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外
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葉
樹
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ヒ
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ア
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ナ

ロ
な
ど
）
や
マ
タ
タ
ビ
を
使
用
す
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史
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て
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葉
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（

10
）
、

弥
生
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代
以
降
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な
る
と
同
素
材
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代
編
み
に
用
い
る
よ
う
に
変

わ
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興
味
深
い
が
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根
幹
を
な
す
素
材
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用
の
知
識
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つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

本
論
で
は
、
主
に
考
古
資
料
を
通
じ
て
、
石
川
県
の
編
物
の
歴
史

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
。
通
史
的
な
研
究
が
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ん
ど
な
か
っ
た
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、
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な
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縄
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葉
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み
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じ
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カ
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敷
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さ
れ
続

け
て
き
た
の
で
あ
る
。
考
古
資
料
と
い
う
物
的
証
拠
を
も
っ
て
確
認

で
き
た
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
決
し
て
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う
余
地
が
な
い
。 

 

た
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地
域
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た
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、
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古
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分
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に
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か
な
偏
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あ
り
（
実

物
資
料
の
分
布
が
金
沢
市
・
小
松
市
域
に
集
中
）、
現
時
点
で
は
そ
こ

ま
で
の
議
論
も
で
き
な
か
っ
た
。
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は
、
や
が
て
資
料
が
充
実
し

た
時
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
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ま
た
、歴
史
時
代
の
編
物
に
つ
い
て
は
、文
献
資
料
や
伝
世
資
料
、

民
具
資
料
な
ど
も
積
極
的
に
収
集
し
て
、
考
古
学
以
外
の
視
点
か
ら

の
補
完
や
検
証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
多
方
面
か
ら
の

ご
意
見
・
ご
批
判
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 
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本
論
は
、
第
五
九
回
北
陸
史
学
会
大
会
で
の
同
名
口
頭
発
表
を
も
と
に
し

て
、
大
幅
に
情
報
（
現
時
点
で
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
）
を
追

加
・
修
正
し
た
上
で
論
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
口
頭
発
表
お
よ
び
論
文
投

稿
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
、
金
沢
大
学
の
足
立
拓
朗
先
生
・
田
中
俊
之

先
生
・
吉
永
匡
史
先
生
を
は
じ
め
、
北
陸
史
学
会
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
石
川
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
や
金
沢
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
白
山
ろ
く
歴
史
民
俗
資
料
館

の
方
々
に
各
種
編
物
資
料
を
実
見
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
が
、
本
論
の
基
礎
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
ご
厚
意
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
、
本

論
の
学
術
的
な
背
景
に
は
、
名
古
屋
大
学
の
山
本
直
人
先
生
、
金
沢
大
学
の

中
村
慎
一
先
生
の
多
大
な
ご
指
導
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
ま
す
。 

 

注 （
１
）
筆
者
は
、
編
物
を
「
細
長
い
植
物
素
材
を
組
ん
だ
り
絡
め
た
り
巻
き

上
げ
た
り
し
て
平
面
的
な
い
し
立
体
的
に
形
成
し
た
器
物
」
と
定
義
し

て
い
る
（
松
永
二
〇
一
三
ａ
）。 

（
２
）「
敷
物
圧
痕
」
と
は
、
土
器
製
作
時
に
使
用
さ
れ
て
い
た
敷
物
の
圧
痕

の
総
称
で
あ
る
。
編
物
以
外
に
、
織
物
や
植
物
の
葉
な
ど
が
知
ら
れ
る

（
松
永
二
〇
〇
四
）。 

（
３
）
先
史
時
代
の
編
物
資
料
に
つ
い
て
、
数
量
な
ど
の
詳
細
は
、
別
稿
（
松

永
二
〇
一
三
ａ
）
の
付
表
（
資
料
一
覧
表
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
４
）
石
川
県
域
で
は
、
縄
文
土
器
底
部
に
巻
き
上
げ
編
み
の
敷
物
圧
痕
の

存
在
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
田
秀
生
氏
（
本
田
二
〇
一
二
）
に
よ
れ

ば
、
七
尾
市
三
室
ま
ど
か
け
遺
跡
や
白
山
市
乾
遺
跡
に
当
該
資
料
が
あ

る
と
い
う
。
た
だ
、
従
来
の
日
本
考
古
学
で
は
、
稲
作
の
伝
播
と
共
に

巻
き
上
げ
編
み
が
大
陸
か
ら
入
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
（
渡
辺

一
九
九
四
）、
そ
の
位
置
づ
け
は
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
縄
文
時
代
前
期
に
は
七
尾
市
通
ジ
ゾ
ハ
ナ
遺
跡
（
河
合
・
山
本
・

安
一
九
九
七
）
な
ど
で
底
部
に
連
続
刺
突
を
施
し
て
い
る
資
料
が
認
め

ら
れ
る
が
、
一
見
す
る
と
巻
き
上
げ
編
み
に
似
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

例
も
含
め
、
縄
文
時
代
の
巻
上
げ
編
み
の
存
否
や
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

機
会
を
改
め
て
議
論
し
た
い
。 

（
５
）
八
日
市
地
方
遺
跡
で
は
、
近
年
も
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
（
林

二
〇
一
八
、
中
屋
二
〇
一
八
ｂ
）、
新
た
な
カ
ゴ
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

本
遺
跡
の
資
料
は
、
北
陸
地
方
・
弥
生
時
代
の
編
物
実
物
資
料
と
し
て

非
常
に
重
要
で
あ
り
、
正
式
な
報
告
を
待
ち
た
い
。 

（
６
）
穴
水
町
歴
史
民
俗
資
料
館
・
長
家
史
料
館
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
、
穴

水
町
指
定
文
化
財
の
金
筲
印
馬
幟
と
と
も
に
「
な
あ
げ
そ
う
け
」
の
話

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
長
家
で
は
、「
菜
上
げ
笊
笥
」
を
「
名
上
げ
宗
家
」

と
解
釈
し
て
、
馬
幟
と
し
た
と
い
う
。
こ
の
話
を
題
材
と
し
た
、
村
上

真
寿
美
氏
の
児
童
書
（
村
上
二
〇
〇
七
）
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

現
在
穴
水
町
で
は
、
長
谷
部
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
、
金
色
に
塗
っ
た
タ
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ケ
製
ザ
ル
（
笊
笥
）
を
家
・
商
店
の
玄
関
先
に
吊
る
し
て
飾
る
よ
う
に

し
て
お
り
、
町
の
盛
り
上
げ
に
貢
献
し
て
い
る
。 

（
７
）
金
沢
大
学
構
内
遺
跡
（
角
間
遺
跡
・
宝
町
遺
跡
・
鶴
間
遺
跡
）
の
出

土
遺
物
は
、
本
論
の
執
筆
時
点
で
は
金
沢
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
の
所
蔵
品
で
あ
る
が
、
近
い
将
来
に
金
沢
大
学
資
料
館
へ
移
管
す

る
予
定
で
あ
る
。 

（
８
）
図
６
の
編
物
（
檜
細
工
・
こ
つ
ら
細
工
）
は
、
筆
者
が
金
沢
大
学
の

大
学
院
生
だ
っ
た
頃
（
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
）
に
、
合
併
前
の
鶴
来
町
・

河
内
村
で
そ
れ
ぞ
れ
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。 

（
９
）
小
松
表
は
、
一
四
六
〇
年
頃
の
天
然
イ
グ
サ
発
見
を
端
緒
と
し
、
一

六
〇
一
年
に
は
生
産
さ
れ
て
い
た
畳
表
で
あ
る
（
田
中
一
九
九
三
）。
一

六
四
〇
年
に
小
松
城
に
隠
居
し
た
前
田
利
常
が
、
こ
の
イ
グ
サ
栽
培
と

畳
表
生
産
を
奨
励
し
た
と
い
う
。
な
お
、
畳
表
は
、
そ
の
製
作
行
為
を

「
織
る
」
と
表
現
す
る
こ
と
も
多
い
が
、
本
論
で
は
便
宜
的
に
編
物
に

含
め
た
（
素
材
や
構
造
か
ら
の
暫
定
的
な
判
断
に
よ
る
参
考
事
例
と
し

て
）。 

（
10
）
東
北
型
網
代
圧
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大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー 

杉
山
寿
栄
男 
一
九
四
二
『
日
本
原
始
繊
維
工
芸
史
』
原
始
篇
・
土
俗
篇 

雄
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山
閣 

辰
口
町
教
育
委
員
会 

一
九
七
八
『
莇
生
遺
跡
』 

田
中
孝
之 

一
九
九
三
「
小
松
表
」『
石
川
県
大
百
科
事
典
』
北
國
新
聞
社 

四

一
九
頁 

谷
口
宗
治
・
谷
口
明
伸
・
向
井
裕
知 

二
〇
一
〇
『
中
屋
サ
ワ
遺
跡
Ⅴ
』
金

沢
市
（
金
沢
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
） 

坪
井
正
五
郎 

一
八
九
九
「
日
本
石
器
時
代
の
網
代
形
編
み
物
」『
東
京
人
類

学
会
雑
誌
』
第
一
六
一
号 

東
京
人
類
学
会 

四
四
〇
～
四
四
四
頁 

出
越
茂
和
・
谷
口
宗
治
・
前
田
雪
恵 

二
〇
〇
二
『
大
友
西
遺
跡
Ⅱ
』
金
沢

市
（
金
沢
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
） 

鳥
浜
貝
塚
研
究
グ
ル
ー
プ
一
九
八
五
『
鳥
浜
貝
塚
』
五 

福
井
県
教
育
委
員

会
・
福
井
県
立
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館 

中
田
光
明 

一
九
九
三
「
河
内
村
」『
石
川
県
大
百
科
事
典
』
北
國
新
聞
社 

三

〇
六
～
三
〇
七
頁 

中
村
俊
亀
智 

一
九
七
七
「
中
部
地
方
タ
ケ
カ
ゴ
細
工
の
諸
相
」『
国
立
民
族

学
博
物
館
研
究
報
告
』
二
巻
二
号 

国
立
民
族
学
博
物
館 

三
五
一
～
三

七
六
頁 

中
森
茂
明
・
安
中
哲
徳 

二
〇
一
五
「
一
針
Ｃ
遺
跡
」『
石
川
県
埋
蔵
文
化
財

情
報
』
第
三
四
号 

公
益
財
団
法
人
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二

〇
～
二
三
頁 

中
屋
克
彦 

二
〇
一
八
ａ
「
八
日
市
遺
跡
」『
平
成
二
九
年
度
発
掘
速
報
会
い

し
か
わ
を
掘
る 

当
日
資
料
』
石
川
県
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二-

一
～
六
頁 

中
屋
克
彦 

二
〇
一
八
ｂ
「
八
日
市
地
方
遺
跡
」『
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
』

第
三
九
号 

公
益
財
団
法
人
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

八
～
一
一

頁 

西
野
秀
和
・
岡
本
恭
一
ほ
か 

一
九
八
九
『
金
沢
市
米
泉
遺
跡
』
石
川
県
立

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

橋
本
正
博
・
福
海
貴
子
・
宮
田
明 

二
〇
〇
三
『
八
日
市
地
方
遺
跡
Ⅰ
』
小

松
市
教
育
委
員
会 

林
大
智 

二
〇
一
八
「
八
日
市
地
方
遺
跡
」『
平
成
二
九
年
度
発
掘
速
報
会
い

し
か
わ
を
掘
る 

当
日
資
料
』
石
川
県
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一-

一
～
四
頁 

久
田
正
弘
・
中
川
律
子
・
本
田
秀
生
・
佐
々
木
由
香 

二
〇
〇
八
「
白
江
梯

川
遺
跡
の
琴
と
か
ご
に
つ
い
て
」『
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
』
第
一
九
号 

財
団
法
人
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

五
三
～
六
九
頁 

文
化
財
保
護
委
員
会 

一
九
五
七
『
埋
蔵
文
化
財
要
覧
』
一 

吉
川
弘
文
館 

堀
川
久
美
子 

二
〇
一
一
「
日
本
に
お
け
る
遺
跡
出
土
カ
ゴ
類
の
基
礎
的
研

究
」『
植
生
史
研
究
』
第
二
〇
巻
第
一
号 

日
本
植
生
史
学
会 

三
～
二
六

頁 

本
田
秀
生 

二
〇
一
二
「
北
陸
地
方
の
編
組
製
品
」『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

縄
文

時
代
の
編
組
製
品
研
究
の
到
達
点
―
地
域
性
と
素
材
に
注
目
し
て
』
あ
み
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四
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鳥
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』
五 

福
井
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委
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会
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福
井
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若
狭
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史
民
俗
資
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中
田
光
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一
九
九
三
「
河
内
村
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石
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県
大
百
科
事
典
』
北
國
新
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社 

三

〇
六
～
三
〇
七
頁 

中
村
俊
亀
智 

一
九
七
七
「
中
部
地
方
タ
ケ
カ
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細
工
の
諸
相
」『
国
立
民
族

学
博
物
館
研
究
報
告
』
二
巻
二
号 

国
立
民
族
学
博
物
館 

三
五
一
～
三

七
六
頁 

中
森
茂
明
・
安
中
哲
徳 

二
〇
一
五
「
一
針
Ｃ
遺
跡
」『
石
川
県
埋
蔵
文
化
財

情
報
』
第
三
四
号 

公
益
財
団
法
人
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二

〇
～
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三
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屋
克
彦 

二
〇
一
八
ａ
「
八
日
市
遺
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」『
平
成
二
九
年
度
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掘
速
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会
い

し
か
わ
を
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当
日
資
料
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石
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県
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
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川
県
埋
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財
セ
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タ
ー 
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一
～
六
頁 

中
屋
克
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二
〇
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八
ｂ
「
八
日
市
地
方
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県
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財
情
報
』
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三
九
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公
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団
法
人
石
川
県
埋
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化
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セ
ン
タ
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八
～
一
一

頁 

西
野
秀
和
・
岡
本
恭
一
ほ
か 

一
九
八
九
『
金
沢
市
米
泉
遺
跡
』
石
川
県
立

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

橋
本
正
博
・
福
海
貴
子
・
宮
田
明 

二
〇
〇
三
『
八
日
市
地
方
遺
跡
Ⅰ
』
小

松
市
教
育
委
員
会 

林
大
智 

二
〇
一
八
「
八
日
市
地
方
遺
跡
」『
平
成
二
九
年
度
発
掘
速
報
会
い

し
か
わ
を
掘
る 

当
日
資
料
』
石
川
県
教
育
委
員
会
・
公
益
財
団
法
人
石

川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
一-

一
～
四
頁 

久
田
正
弘
・
中
川
律
子
・
本
田
秀
生
・
佐
々
木
由
香 

二
〇
〇
八
「
白
江
梯

川
遺
跡
の
琴
と
か
ご
に
つ
い
て
」『
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
』
第
一
九
号 

財
団
法
人
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

五
三
～
六
九
頁 

文
化
財
保
護
委
員
会 

一
九
五
七
『
埋
蔵
文
化
財
要
覧
』
一 

吉
川
弘
文
館 

堀
川
久
美
子 

二
〇
一
一
「
日
本
に
お
け
る
遺
跡
出
土
カ
ゴ
類
の
基
礎
的
研

究
」『
植
生
史
研
究
』
第
二
〇
巻
第
一
号 

日
本
植
生
史
学
会 

三
～
二
六

頁 
本
田
秀
生 

二
〇
一
二
「
北
陸
地
方
の
編
組
製
品
」『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

縄
文

時
代
の
編
組
製
品
研
究
の
到
達
点
―
地
域
性
と
素
材
に
注
目
し
て
』
あ
み
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も
の
研
究
会 

二
九
～
五
七
頁 

松
永
篤
知 

二
〇
〇
四
「
東
ア
ジ
ア
先
史
土
器
の
「
敷
物
圧
痕
」
分
類
に
つ

い
て
」『
金
沢
大
学
考
古
学
紀
要
』
第
二
七
号 

金
沢
大
学
文
学
部
考
古
学

講
座 

九
九
～
一
〇
八
頁 

松
永
篤
知 

二
〇
〇
八
ａ
「
縄
文
土
器
底
部
の
「
敷
物
圧
痕
」
に
つ
い
て
」『
考

古
学
雑
誌
』
第
九
二
巻
第
二
号 

日
本
考
古
学
会 

一
～
四
八
頁 

松
永
篤
知 

二
〇
〇
八
ｂ
「
縄
文
時
代
草
創
期
の
編
物
技
術
」『
縄
文
文
化
の

胎
動
』
津
南
町
教
育
委
員
会 

七
三
～
七
五
頁 

松
永
篤
知 

二
〇
一
三
ａ
「
東
ア
ジ
ア
先
史
時
代
の
植
物
質
編
物
の
研
究
」

『
名
古
屋
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
』 

（http://hdl.handle.net/2237/17973

）
名
古
屋
大
学 

松
永
篤
知 

二
〇
一
三
ｂ
「
縄
文
・
弥
生
時
代
の
編
物
―
北
陸
地
方
を
中
心

に
―
」
『
埋
文
と
や
ま
』vol.

一
二
五 

富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

四
～
五
頁 

松
永
篤
知 

二
〇
一
四
「
編
物
・
縄
類
と
縄
文
土
器
底
部
の
「
敷
物
圧
痕
」
」

『
小
竹
貝
塚
発
掘
調
査
報
告
』
第
二
分
冊 

公
益
財
団
法
人
富
山
県
文
化

振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所 

一
一
～
一
八
頁 

松
山
和
彦
・
三
浦
ゆ
か
り 

二
〇
〇
一
『
金
沢
市
藤
江
Ｂ
遺
跡
』
財
団
法
人

石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

南
久
和
ほ
か 

一
九
九
三
『
金
沢
市
馬
替
遺
跡
』
金
沢
市
教
育
委
員
会 

村
上
真
寿
美
（
む
ら
か
み
ま
す
み
名
義
） 

二
〇
〇
七
『
な
あ
げ
そ
う
け
』 

モ
ー
ス
（
モ
ー
ル
ス
），
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
ー 

一
八
七
九
『
大

森
介
墟
古
物
編
』
東
京
大
学
法
理
文
学
部 

森
理
恵
・
櫻
井
あ
ゆ
み 

二
〇
一
二
「
近
代
日
本
に
お
け
る
編
物
の
変
遷
の

一
側
面
『
日
本
家
政
学
会
誌
』Vol.

六
三
№
五 

日
本
家
政
学
会 
二
二

五
～
二
三
六
頁 

柳
原
梢
子 

二
〇
〇
八
「
縄
文
時
代
の
か
ご
の
研
究
」『
東
京
大
学
考
古
学
研

究
室
研
究
紀
要
』
第
二
二
号 

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・

文
学
部
考
古
学
研
究
室 

一
～
四
〇
頁 

山
本
直
人 

一
九
八
六
「
底
部
圧
痕
・
編
物
・
縄
」『
石
川
県
能
都
町
真
脇
遺

跡
』
能
都
町
教
育
委
員
会 

二
四
八
～
二
五
九
頁 

山
本
直
人 

一
九
八
九
「
石
川
県
に
お
け
る
ワ
ラ
・
タ
ケ
以
外
の
カ
ゴ
類
」『
北

陸
の
考
古
学
Ⅱ
』
石
川
考
古
学
研
究
会 

三
九
～
六
〇
頁 

山
本
直
人 

一
九
九
〇
「
木
製
品
」『
小
松
市
高
堂
遺
跡
』
石
川
県
立
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー 

一
六
九
～
一
八
一
頁 

湯
尻
修
平
・
山
本
直
人
ほ
か 

一
九
八
七
『
小
松
市
中
海
遺
跡
』
石
川
県
立

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

横
山
純
子 

二
〇
一
六
「
一
針
Ｃ
遺
跡
」『
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
』
第
三

六
号 

公
益
財
団
法
人
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

一
六
～
一
九
頁 

横
山
純
子 

二
〇
一
八
「
大
菅
波
コ
シ
ョ
ウ
ズ
ワ
リ
遺
跡
」『
石
川
県
埋
蔵
文

化
財
情
報
』
第
三
九
号 

公
益
財
団
法
人
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

一
八
～
一
九
頁 
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二
九
～
五
七
頁 

松
永
篤
知 

二
〇
〇
四
「
東
ア
ジ
ア
先
史
土
器
の
「
敷
物
圧
痕
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分
類
に
つ

い
て
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大
学
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二
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九
九
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〇
八
頁 

松
永
篤
知 

二
〇
〇
八
ａ
「
縄
文
土
器
底
部
の
「
敷
物
圧
痕
」
に
つ
い
て
」『
考

古
学
雑
誌
』
第
九
二
巻
第
二
号 

日
本
考
古
学
会 

一
～
四
八
頁 

松
永
篤
知 

二
〇
〇
八
ｂ
「
縄
文
時
代
草
創
期
の
編
物
技
術
」『
縄
文
文
化
の

胎
動
』
津
南
町
教
育
委
員
会 
七
三
～
七
五
頁 

松
永
篤
知 

二
〇
一
三
ａ
「
東
ア
ジ
ア
先
史
時
代
の
植
物
質
編
物
の
研
究
」

『
名
古
屋
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
』 

（http://hdl.handle.net/2237/17973
）
名
古
屋
大
学 

松
永
篤
知 

二
〇
一
三
ｂ
「
縄
文
・
弥
生
時
代
の
編
物
―
北
陸
地
方
を
中
心

に
―
」
『
埋
文
と
や
ま
』vol.

一
二
五 

富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

四
～
五
頁 

松
永
篤
知 

二
〇
一
四
「
編
物
・
縄
類
と
縄
文
土
器
底
部
の
「
敷
物
圧
痕
」
」

『
小
竹
貝
塚
発
掘
調
査
報
告
』
第
二
分
冊 

公
益
財
団
法
人
富
山
県
文
化

振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所 

一
一
～
一
八
頁 

松
山
和
彦
・
三
浦
ゆ
か
り 

二
〇
〇
一
『
金
沢
市
藤
江
Ｂ
遺
跡
』
財
団
法
人

石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

南
久
和
ほ
か 

一
九
九
三
『
金
沢
市
馬
替
遺
跡
』
金
沢
市
教
育
委
員
会 

村
上
真
寿
美
（
む
ら
か
み
ま
す
み
名
義
） 

二
〇
〇
七
『
な
あ
げ
そ
う
け
』 

モ
ー
ス
（
モ
ー
ル
ス
），
エ
ド
ワ
ー
ド
・
シ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
ー 

一
八
七
九
『
大

森
介
墟
古
物
編
』
東
京
大
学
法
理
文
学
部 

森
理
恵
・
櫻
井
あ
ゆ
み 

二
〇
一
二
「
近
代
日
本
に
お
け
る
編
物
の
変
遷
の

一
側
面
『
日
本
家
政
学
会
誌
』Vol.

六
三
№
五 

日
本
家
政
学
会 

二
二

五
～
二
三
六
頁 

柳
原
梢
子 

二
〇
〇
八
「
縄
文
時
代
の
か
ご
の
研
究
」『
東
京
大
学
考
古
学
研

究
室
研
究
紀
要
』
第
二
二
号 

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・

文
学
部
考
古
学
研
究
室 

一
～
四
〇
頁 

山
本
直
人 

一
九
八
六
「
底
部
圧
痕
・
編
物
・
縄
」『
石
川
県
能
都
町
真
脇
遺

跡
』
能
都
町
教
育
委
員
会 

二
四
八
～
二
五
九
頁 

山
本
直
人 

一
九
八
九
「
石
川
県
に
お
け
る
ワ
ラ
・
タ
ケ
以
外
の
カ
ゴ
類
」『
北

陸
の
考
古
学
Ⅱ
』
石
川
考
古
学
研
究
会 

三
九
～
六
〇
頁 

山
本
直
人 

一
九
九
〇
「
木
製
品
」『
小
松
市
高
堂
遺
跡
』
石
川
県
立
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー 

一
六
九
～
一
八
一
頁 

湯
尻
修
平
・
山
本
直
人
ほ
か 

一
九
八
七
『
小
松
市
中
海
遺
跡
』
石
川
県
立

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

横
山
純
子 

二
〇
一
六
「
一
針
Ｃ
遺
跡
」『
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
』
第
三

六
号 

公
益
財
団
法
人
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

一
六
～
一
九
頁 

横
山
純
子 

二
〇
一
八
「
大
菅
波
コ
シ
ョ
ウ
ズ
ワ
リ
遺
跡
」『
石
川
県
埋
蔵
文

化
財
情
報
』
第
三
九
号 

公
益
財
団
法
人
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

一
八
～
一
九
頁 
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横
山
そ
の
み
ほ
か 

二
〇
一
七
「
平
成
二
八
年
度
下
半
期
の
出
土
品
整
理
作

業
」『
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
』
第
三
八
号 

公
益
財
団
法
人
石
川
県
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
二
～
二
四
頁 

渡
辺
誠 

一
九
七
六
「
ス
ダ
レ
状
圧
痕
の
研
究
」『
物
質
文
化
』
№
二
六 

物

質
文
化
研
究
会 

一
～
二
三
頁 

渡
辺
誠 

一
九
九
四
「
編
み
物
の
容
器
―
籠
と
筌
・
箕
―
」
『
季
刊
考
古
学
』

第
四
七
号 

雄
山
閣 

三
五
～
三
八
頁 

渡
辺
誠 

一
九
九
六
「
マ
タ
タ
ビ
製
の
カ
ゴ
類
」『
名
古
屋
大
学
古
川
総
合
研

究
資
料
館
報
告
』
No.
一
二 

名
古
屋
大
学 

八
三
～
九
二
頁 
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横
山
そ
の
み
ほ
か 

二
〇
一
七
「
平
成
二
八
年
度
下
半
期
の
出
土
品
整
理
作

業
」『
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
情
報
』
第
三
八
号 

公
益
財
団
法
人
石
川
県
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

二
二
～
二
四
頁 

渡
辺
誠 

一
九
七
六
「
ス
ダ
レ
状
圧
痕
の
研
究
」『
物
質
文
化
』
№
二
六 

物

質
文
化
研
究
会 
一
～
二
三
頁 

渡
辺
誠 

一
九
九
四
「
編
み
物
の
容
器
―
籠
と
筌
・
箕
―
」
『
季
刊
考
古
学
』

第
四
七
号 

雄
山
閣 

三
五
～
三
八
頁 

渡
辺
誠 

一
九
九
六
「
マ
タ
タ
ビ
製
の
カ
ゴ
類
」『
名
古
屋
大
学
古
川
総
合
研

究
資
料
館
報
告
』
No.
一
二 

名
古
屋
大
学 

八
三
～
九
二
頁 


